
総合的な学習をつくることによってひらかれた教員としての資質・能力

一子どもと地域が手を結び実現する夢・第四小学校の総合的な学習を通して一

高知市立第四小学校野村ゆかり

1 .はじめに

4月からスタートした「総合的な学習の時間J(以下「総合」と呼ぶ)は、地域の特性を生かしな

がら体験をして学んでいくことを重視した学習をすることによって、「生きる力Jをつけようという

のがねらいである。

ところが、近年巷では、スタートしたばかりの総合に、学力低下論やゆとり教青不要論などが吹

き荒れている。それに対して、教育現場では毅然と総合の醍醐味を語ることができず、混乱してし

まっているように思える。

確かに、わたしたち教師にとって全授業時数の 1/10とはいえ、教科書もマニュアルもなく、単元

づくりをゼロからスタートさせなければならない総合は、ある意味で今までとは違った、新しい力

量形成をしていく努力を続けないとできない部分はあるだろう。

また、総合をつくるということは、単にある部分の単元づくりをするというだけでなく、現存の

教育課程を見直し、修正を加え、自前の、学校に根ざしたカリキュラム開発をしていくことになる。

自前の、学校に根ざしたカリキュラム開発には、地域の切実な実生活にかかわる問題や解決を一人

の陣限として堂とらえるのかという、教師の姿勢や思想、が関われているように思えてならない。こ

のように、実践にあたっての課題はたくさんある。

しかし、総合をつくることで、教師が常に自己郎新しつつ、子どもとともに課題解決をしながら

共に成長していき、自分の一年一年の成長が実感できれば、これだけ生きがいややりがいのある仕

事はないのではないかと思う。

私自身、今までの拙い実践を通して、総合は子どもも教師も大きな充実感、達成感が得られる学

習であることを身をもって体験しているし、「総合で、子どもたちに自ら学ぶ力、生きるカをつける

ことができる j と確信している。それは、これから紹介する 2年間の「龍馬学習j を終え、中学校

へと巣立っていった、子どもの「総合でつく力J という題の作文が何より物語ってくれる。

ここでは、 3年関に渡って研究主任・国語科TTとして子どもの学びを支え、地域や行政、ライ

オンズクラブ、上町そだての会などの協力を得て、子どもたちの夢が実現していくという総合の事

例を取り上げる。そして、その時点では気づかなかった、自分自身の教師としての成長や研究主任

として求められる力について探っていくようにしたい。
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6年 T男 !

ぼくは、総合は社会に出ると一番必要な力を学んでいると思いました D たとえば、算数は計算とか i
i一つの分野について学んでいるけど、早々は予算などを計算する面で算数、交渉などで社会、お礼の!

!手紙などを書くことで国語と三教科も学んでいるからですo だから、総合はすべての分野の応用の授 i
i業だと患いました。 ! 

総合は、それ以外でも、(境界の)授業で学べない力もつくと思います。たとえば、京都の人たちと!

s の交流でもてなされる気持ちがわかったし、上町の祭りでは、大人の人とのコミュニケーションがと i
iれたので、授業以外の力もつくと思いました。 I

これからぼくは、この力を中学校に入っても、社会に出てからも、自分で計画したりする力をつけて i
iいきたいです。 I

2.総合にかかわるまで

(1)高知市立第四小学校に赴任するまでの実践から

これまでの自らの実践を振り返ってみると、教科以外にもタイム J)ーな話題を取り上げた授業を

っくり、子どもたちは調べたことを懸命に発表しているのだが、調べることだけに満足し、自力で

情報をっくり出そうとしていない。どこかが違う、本物ではないという疑関ばかりが残ってしまっ

ていた。今になって気づくことだが、調べる学習や体験的な活動を取り入れたりはしているものの、

子どもたちは、設定された課題をやらされている学習だったから、「生きたことば」になるはずもな

く、ましてや総合富有の目標ともいえる「自己の生き方を考える」ことなどできょうはずはなかっ

たのだ。反省をもとにこれからは、子どもたち自身が課題をつくり、学習方法や表現方法を自己選

択、自己決定する単元を作っていこうと考えていた矢先、高知市立第四小学校(以下、「第四'J¥ Jと

略記)への転任が決まった。

本校は、高知市の中心部に位置し、音は城下町として栄えた地域にあり、今年創立 130年を迎え

た歴史と伝統のある学校である。北に高知城や江の口川、南に鏡川と比較的自然環境にも恵まれて

いる。一時期は児童数が 1，000人を超えることもあったが、 ドーナツ化現象によって減少傾向が続

き、 2000年度では各学年単級となった。しかし、翌年から特認校制度によって、校区外通学の児童

の入学によって児童数が増え、現在では 1，.....， 3年生までが 2クラスとなっている。

(2)第四小での 1年目(1998年度)

3年生 36名の担任を受け持つ。単級は初めてであったが、中学年ブロックの協力体制が良く、総

合を想定した単元づくり、地域の人材を活用した授業、幼・保との交流など、積極的に実践するこ

とができた。校務分掌では研究部に所属し、次年度から総合的な学習の研究をしていこうという働

きかけを行った。年度末に高知市教育研究所の研究協力校になることが決定した。

3.総合とかかわりはじめて

(1) 1999年度(1年毘)一一混迷期から方向性を定める段階

研究協力校に指定されたこともあり、職場の空気は総合的な学習について勉強してみようという

気持ちであふれでいた。本年度は研究主任になり、国語科TTとして 3・4年生を担当していた。
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年度当初は、早く第四小の自指す方向性を定めなくてはと思い、文献を読みあさったり、何校かの

先進校の視察をしたものの、何かすっきりせず、逆に混乱してしまうような感じを受けていた。一

口に総合といってもいろいろな考え方、とらえ方があるのだ。そんな中、「これだJと感じたのが「は

じめに子どもありきJの立場をとった総合だった。前述のように、子どもたち自身が課題をっくり、

学習方法や表現方法を自己選択・自己決定する単元をつくっていきたいという考えと合致していた

からだ。

裏休みに講師を招聴しての理論学習や単元づくり、 2学期早々の先進校の研究主任による実践事

例の紹介等の研修を行い、徐々にめざす総合について理解を図った。しかし、方向性を定めようと

焦るあまり、気が付いたら独走していたということもあった。どうすれば合意形成を図れるかと悩

むこともあった。殆どの教師は、授業実践事例を簡いても、開くだけではイメージがつかめないし、

単元づくりに労力がかかると消極的であった。最終的には理論と実践を授業場面と絡めながら共有

化していくようにした。そこで、自分のかかわっている 3・4年生を中心に実践してみることにし

た。本当は、全学年に平等にかかわっていきたいという気持ちもあったが、教師簡の意識の差や抵

抗があり、困難と判断した。今年は特定の実践者が総合を愉しんでいるという姿をみてもらうこと

からスタートしたのである。それは、子どもたち向様、教師一人ひとりに新しいことにチャレンジ

してクリアできたという成就感・達成感をもってもらえば、今までとは全く異なる質の授業の価値

を理解してもらえ、総合の良さを知ってもらえるのではないかと考えたからである。トップダウン

的に「総合は新学習指導要領で決められた、しなければならないもの。」ととらえるのではなく、ボ

トムアップ的に「総合って面自い。やってみると子どもが変わる、子どもの違った面がみられる。」

と実感し体感してもらえるような、総合の単元をつくっていこうと心掛けた。

第四'J¥の総合の方向性を決めるために、次の①~③のような地域や学校、子どもの実態・特性を

踏まえて全体計画を立てていった。

①子どもの夢・願いを実現する

本校の総合で行う内容は、子どもの気づきや気がかり、疑問から出発し、夢願いを実現するため

に、問題解決しながら進めていくスタイルをとっている。それは、教師の側から提示した内容から

活動を出発させるよりも、子どもの自ら学ぼうとする意欲を高めることができると考えているから

である。そこで、教師の役割を「子どもの学びを支える、コーディネーター」ととらえ、地域の情

報を得ながら地域と子どもを結びつけ、大人と共に夢の実現に向けてさまざまな問題を解決してい

くことができれば、子どもの内にあるポテンシャルを高めていくことができ、町の人たちとの輪も

できるのではないかと考え、取り組みを始めた。

②龍馬を題材に、子どもたちを出会い達人・学びの達人に

私は常々、思春期までは親をモデルに子は育つが、思春期以降自分を育てる上で大切な生きるモ

デルになかなか出会えないことが子どもたちの心の揺れが大きい原因のーっと考えている。龍馬は、

その生きるモデルとして子どもたちに出会わせたい人物の一人である。もちろん、第四小が彼の生
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誕地にあるという単純な理由ではない。

地域の特性を生かした人づくり・人膏てを考える中で、龍馬のことや龍馬を育てた上町のことを

知れば知るほど、龍馬を題材に使わない手はないと考えた。でもそれはヒーローとしての龍馬では

なく、龍馬の学び方や生き方、地域の人づくり、人育てそのものが、これからの時代に求められる

人間像と合っていると考えるからである。龍罵は出会いの達人、学びの達人である。人やものと主

体的にかかわり、出会い、夢の実現のために必要なことを随時学び、社会とつながり、その度に大

きな人間に成長していった。また、龍馬を育てた上町は、当時あらゆる職種のエキスパートが住ん

でおり、龍罵が学びたいことが専門的に学べるという、恵まれた環境をもっていた。さらに、現在

では、その風景こそ高知域以外に城下町としての歴史性を失ってしまったとはいえ、何か城下町を

感じさせる風情ゃあたたかさややさしさといった人靖が残っている。これらを生かし、人とのかか

わりを大切にして龍馬のような生き方、学び方を第四小の子どもたちにしてほしい、子どもたちが

学びたいことが学べる環境をっくり出していきたい。そう願い、実践に取り組むことにしたのであ

る。

まず、自分の足で地域を歩き、地域の現在の動きを知ることから始めた。そうすると、地域の情

報を提供してくれる人々に出会い、耳寄りな情報をいただいたり、新たに情報を寄せてくれる人に

出会うこともできた。人ひとりと出会うと、その人のもっている輪が次第に大きくなってつながっ

ていったとでもいえようか。また、常に自らのアンテナを高くして、新聞や図書資料で地域に関す

る情報を集めるように心掛けるようにした。

③地域の人・もの・こと

子どもたちが龍馬を題材に学ぶ学習環境は次のようである。

0地域の中には、龍馬について研究したり、継続的にボランティア活動を続けている龍馬会、龍

馬ファンクラブ、龍罵研究会龍馬ライオンズなどの組織がある。

0先祖代々、龍馬や近藤長次郎などを地域でよく見かけたということを語り継ぎ、現在もお話し

していただける人がいる。

0子どもたちが、数多くある坂本龍馬にかかわる史跡などを謂べようとしたとき、公立図書館、

記念館、自由民権記念館において、龍馬について学ぶことができるなど、大変恵まれている。

また、行政側でも龍馬を生かしたまちづくりをしようとする機運が高まってきている。しかし、

地域住民の大半は、その動きをほとんど知らず無関心であり、子どもたちも校歌の歌詞に「坂本龍

馬の生まれたところ」とあるものの、子どもたちは坂本龍馬や龍馬を育てた町である上町について

学ぶ経験をしていないというのが実情であった。

④実践事例 3年生一一「城西市場にからくり時計をつけよう」

1999年度から 3年間、研究主任、国語科TTとして、地域の題材発掘、単元づくり、外部との交

渉、準備や国語科として指導できることをコーディネートしたりして、担任のサポートをし、総合

の実践を行ってきた。以下ではその事例を通じて、実践しながら気づいたことや強く感じたことを
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紹介する。

実践を通して強く感じたことの一つ自は、結果の意外性ということである。

子どもたちと共に取り組む夢を机上で考えたとき、また活動を始めてからも、ゴールを想定して

臨んでいても、予想をはるかに超える方向に発展していることが多い。教師が子どもたちに学び方

を手取り足取り教える段階はあったものの、子どもの活動や学びに教育的価値をつけたり、方向付

けさえしてやれば、子どもたち自らが伸びようとする力(判断力・行動力など)に支えられていく

実惑がある。

戦後、庶民の台所として親しまれてきた城西新興市場(関市)が取り壊されるというこユースを

聞いて取り組みを始めた。今のうちに子どもたちの心の中に市場の人の思いや願いを残しておきた

い。新しい者の中にある古き良きものに出会わせたいと活動していく中で、「ここは一つの家族みた

いにみんながつながっちょったのに離ればなれになるのがつらしりといった、仕出し屈を営む山本

さんの涙に出会う。市場跡が道路に生まれ変わっても、どうにかして市場時代の良さを残したい。

子どもたちは、新しく生まれ変わったはりまや橋高庖街の見学から、市場跡にからくり時計を設寵

すれば「大きな家族を取り戻すことができるのではJ と考えるようになる。はりまや橋商j吉衝の宮

村さんから当時、全国的にも例のない「木造のアーケードを建てたい」という夢をあきらめず、そ

の実現のためにいろいろな人を説得したという話を聞き、自分たちも夢をあきらめず、頑張ろうと

いう気持ちを抱くようになる。県子ども夢応援事業に「城西市場にからくり時計をJ と応募するが

落選。一度は気落ちした子どもたちであったが、市長に自分たちの思いを綴った手紙を出す。市長

からの返事が「子どもたちの話を聞きましょう J ということであったことから、子どもたちはプラ

ンを模型にして「こんな道路にしてほしい」と市に提案する機会を得た。

「木のベンチ、花などを置くことができるが、からくり時計は無理かも」という返事だったが、

後に実現できることになり、市長はからくり時計のデザインやオルゴール曲の選定までも子どもた

ちに任せてくださる。午後 3時の砲には「龍馬祭りに参加しよう」の学習で生まれた、「龍馬の夢」

(作詞・作曲 3年 1組)という曲を入れてほしいという要求も取り入れてくださった。

2001年 3月 28日にからくり時計の除幕式が行われたが、子どもたちは山本さんからプレゼント

された Tシャツ(子どもたちに勇気をもらったからという申し出)を着て、いつにもまして晴れや

かな顔をしていたセレモニーの後、子どもたちは TVのインタビューに、「昔の城西市場の賑わいが

戻ってきそうでうれしいJrこれでやっと自分たちも城西市場の人たちの仲間入りができたような

気がするJなどと答えていた。子どもたちの心の中には、からくり時計というモニュメント以上に、

自分たちの思いや願いがかなったという、満足感や達成感が強く残ったことだろう。

以上のような形で単元が終了すると誰が予測できたであろう。これには、地域の皆さんのご協力

と行政側の粋な計らいが大きく介在している。

二つ自は、子どもたちの活動を媛かく見守ったり、支援したり、協力していただいている方たち

のコンセプトが人づくりであるということだ。子どもたちに人と出会わせる場合、事前にその方々
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に会って、今どういう活動をどういう目的でしているかをお話しした上でお話を伺い、「今の話を是

非してください」とお願いしている。社会で情熱を持って活動している方々は、共通して次世代を

担う子どもたちの夢を応援しようという気概をもっている。

(2) 2000年度一一『実践期

本年度は、研究発表を控えているということもあり、全学年の生活科・総合にかかわりたいとい

う希望を企画会で宣言して、研究主任と 3"-'6年までの国語科TTという立場になった。それとと

もに、研究主任を単に研究部のキャップというだけでなく、 4部(総合学習研究部・同和教膏部・

生徒指導部・特別活動部)を踏襲する研究主任という立場にしてもらった。それは、「総合的な学習

の時間」の 105"-'110時間を考えるということにとどまらず、単元をつくっていくといろいろな視点

での各部との話し合いや、すり合わせが必要になってきたからである。なかでも特別活動は、子ど

もたちと活動について話し合いをしながらすすめるので、総合と関連させながら実践することが多

かった。また、この年は全員が研究部に所属し、あとの 3部にも入るという体制をとった。また、

全学年の単元づくりを全面的にパックアップできるように TTや専科教員を各学年に振り分け、一

緒に単元をつくっていくという、協力イ本制をとるようにした。

学校としての方向性が定まり、各学年の実践が始まった。子どもと地域探検を行ったり、日々の

生活の中で興味や疑問をもったことから、自分の夢を決定していった。

0実践事例 5年生一一坂本龍馬について調べ、県外の人と意見交流をしたい

この年、強く感じたことの一つ自は、龍罵につながるネットワークで、子どもの夢がかなう素晴

らしさである。

活動は子どもたちが「自分たちは坂本龍馬の生誕地に住んでいるから、龍馬が活躍した場所、眠

っているお墓のある、京都の小学生と交流したい。修学旅行にもつなげたいけと願ったことから始

まった。中心とする活動をなににするかと子どもたちと話し合い、大人にも子どもにもわかるマッ

プをつくろうということになった。龍馬に関する観光課作成のマップを集め、良い点、改善したい

点を出し合った。そして、龍馬を育てた上町のことがわかるようなマップがないということに気づ

いたのである。また、「上田7に住んでいるのによく知らないJi龍馬に関係している場所をもっと探

してみよう j という声が挙がり、フィールドワークをしようということになった。最後にマップが

仕上がったらどうするかと投げかけると、「龍馬に関係する施設ができたら置いてもらいたいJi観

光課や龍馬会館にも置いてもらえるように交渉したらいい」などといった意見が出て、社会に通用

するマップにしようということになった。

子どもたちの夢が決定した頃、上町の有志の方から「第四小の町づくりに関してパックアップを

したいJ という申し出があり、昔の上町の様子やマップづくりに役立つ靖報を数多くいただいた。

子どもたちの夢から始まったことが大人を動かし、観光諜を巻き込み、龍馬会、龍馬ライオンズク

ラブ、学校関係者等をメンバーとする「龍馬子ども交流事業j が発足したのである。その席で、 10

月28・29日に京都の高倉小の親子 55名程度を高知ヘ招待することが正式に決定した。
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二つ告は、子どもたちにとって、大人や仲間と活動する力、これが原動力となるということだ。

龍馬子ども交流事業や上町まちづくり委員会のメンバーのアドバイスをもとにグループごとに再

度調査に出かけ、集めた情報を整理してマップを完成させた。交流会当日に出来上がったばかりの

龍馬特ダネマップを手に、子どもたちは各ポイントへ出て、劇や踊りなどを取り入れ、京都の子ど

もたちの案内をした。実行委員会のメンバーや地域の方には、各ポイントに子どもと一緒に立って

もらい、その案内ぶりを評価していただいた。自己評価だけではなく、大人に評価してもらうこと

で自己肯定感をもつことができたようである。

三つ目は、社会に広がり、役立つ実感がもてるということである。

子どもたちには地域・行政・関連施設など様々な大人の協力やアドバイスを得ながら、マップを

よりよいものにしていこうとする姿が見られ、マップを数回手直ししたり、活動を見麗したりした。

6年生になり、完成した龍馬マップを自分たちが採用をお願いした場所へお礼のことばや手紙を添

えて届け震いてもらったことで、子どもたちの自擦であった社会に通用するマップにするという目

標は達成された。その後のゴールデンウィークには、高知駅まで乗り入れとなった土佐電鉄から高

知への観光客に渡したいので震かせてほしい、市議会議員に配布したいなどとあちらこちらから依

頼があり、社会に広がっていると実感した。

いよいよ子どもたちの夢であった京都への修学旅行がかなうときがきた。当日は、京都龍馬会の

協力を得て、高倉小の子どもたちとともに近江屋、中間慎太郎寓居跡、抑神社、土佐四天王像、土

佐藩邸跡、酢屋という龍馬ゆかりの六ヶ所のクイズをしたり、説明を間いたりする「龍馬ウオーク

ラリーイン京都」で、楽しんだ。子どもたちは、「し1ま自分たちの立っている、この場所に間違いなく、

龍馬がいたんだ。ここの周辺を歩き、活躍していたんだと思うと、すごく感概深かったJと感想を

述べている。清水小では、龍馬や真太郎のお墓参りをしたり、清水寺周辺を地域の人たちとともに

案内してもらい、人へのもてなしの心を学んだようだ。旅行終了後の作文には、「今回の修学旅行の

学習は企画が盛り沢山で予定外に協力してくださった方もいて、大人の協力が大きいことを改めて

知りました。Jr古いものと新しい者が浬然一体となって京都らしさをかもしだしているなと感じま

した。自分たちの住んでいる高知もこうなってほしいと思います。」と感想が綴られている。

四つ自は、自分の住んでいる町、自己の生き方をふりかえることができることである。

昨年からの上町の有志を中心として、上町そだての会を発足させようという動きが出てきた。会

の趣旨は、待ちに埋もれている多くの宝物(ひと、もの)や知恵を今一度掘り起こし、大切な待ち

の宝物として育てていきたいと思い、教育上町に住んでいる人、その一人ひとりの「得意技」や「知

恵、Jを自分のできる範屈で出し合い、 r{主みよい町Jr生きがいのある町Jに向けて、今一度青む心

を集めたいというものである。準備会を経て、 2001年7月に発足した。私自身、この会の支援隊と

して参加し、地域の歴史を学んだり、町の構報を集めたりしている。本年度の第四小の総合のパッ

クアップをしてくださることになり、後述の上町の問地理でお世話になることになる。
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(3) 2001年度一一安定期 実践蓄積期

研究発表会を終え、どの学年も 1年を通して総合を実践したことにより、「今年は00をしてみた

いJiOOと関連させたいJiOOと出会わせたい」などという声が筒かれ、教師一人ひとりに自信

が少しついたように見える。これまで単元づくりに精一杯だった教師側の意識を、本年は子どもの

学びを育てることと、単元で学びが育っているかをみとることに自を向かせたいと患い、評価に関

して研究していこうということになった。

。「子どもの学びを支えるということ」

子どもの学びを支えるということはどういうことか、意味づけてみることにする。

それは一言でいうと、子どもの多様なニーズを適格に受け取り、そのニーズに応じて、地域のひ

と・もの・ことに出会える場を設定し、いろいろなものの見方、考え方、生き方にふれることがで

きるようにすることである。

また、具体的には次のようなことである。

く〉子ども一人ひとりの興味・関心・呂的・必要・課題にそって、多種多様な図書資料や情報を活

用し、多様な学習行動を自力でつくり出していくことができるようにすること。

く〉一人ひとりの学習プロセスに即して機能・内容・資料を構成し、多様な学習活動が展開できる

ように構成すること。

く〉今している活動は何のためにしているのか、どういう情報を得るためなのかという、かじとり

をできる摂り子どもと対話しつつすすめていくこと。

。子どもの関心、意欲を強くする、問題解決のハードルを設定したり、しかけをしたりすること。

0子どもの学びの過程をふりかえり、価値づけてやり、満足・自信につなげるようにすること。

さらに、 2年間の実践で、コミュニケーション能力や表現力を系統的に育てていくことの必要性

を感じていたが、本年度は、研究主任と 1・2年生と 6年生の国語科TTという立場になった。今

年も全学年の生活科と総合にかかわらせてほしいということをお願いして承認された。 6年生は総

合から発展した修学旅行も控えていたため、重点的にかかわることになった。

②実践事例 6年生一一龍馬の情報発信基地をつくろう-みんなの集まる家をつくろうー

本年度「総合的な学習の時間」で取り結む夢についての話し合い、昨年からの上町・龍馬にかか

わる学習が継続して行えるということで「家をつくってみんなの集える場所にしたいJという夢に

決定した。また、家をつくる場所は i(仮称)龍馬の生まれた町記念館j 建設予定の市有地であり、

そこの龍馬の情報発信基地、交流の場の下地をっくりたい。町の人にもっと関心をもってほしいと

いう願いがあった。昨年度、龍馬学習に入る前につくった活動のウェビングをもとに今までの学習

をふりかえりながら、これからの学習を書き込んでいくと、「龍馬の脱藩に関することは学習してい

ないから、社会科で詳しく学ぼう。Ji先生、脱藩の道を遠足で歩けばいい。」と子どもたちから提案

があり、これで龍馬学習の集大成ができると満足気だった。夢を表現していく過程で上町そだての

会や地域の人たちとふれあい、かかわり、協力しあいながら、自分たちの企磁をよりよいものにし
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ていこう、これからの町づくりについて人の意見を間きつつ、共に考えていこうと話し合った。

期日については、鹿児島・山口の小学生が来校する 11月 38とし、お祭りをもてなしの場とする、

龍罵を育てた上町のよさを体感してもらう、場所は市有地にするということになった。

7月5呂、上町そだての会代表の方々と一緒に高知市議会第一会議室を訪れ、観光課、管財謀、

都市計画課、まちづくり推進課、学校教青諜などの関係部署に次のことをお願いした。

「上町の市有地に龍馬の情報発信基地をっくりたいので、土地を貸してくださいoJ

「祭りをするので、築城四百年祭で使った、寺子屋風の建物を貸してほしい。J

また、グループごとに自分たちの思いを発表した。

建物は移築費などで無理。土地も 3白濁だけという返事と安全への配慮など解決しなければなら

ない課題はたくさんあった。しかし、限られた条件の中で自分たちのできることをしようというこ

とになった。

-上町に残る家を見学してイメージをもとう 0

.上町らしい雰囲気を出そう。

-もっと上町の歴史を知ろう。

その後、上町そだての会の方々と一緒に企画会をもったり、地域住民に祭りの許可を取りにいっ

たりした。子どもたちは調べる学習から展示物出典の準備を行い、当日に備えた。当日はあいにく

の雨だったが、子どもたちになんとか祭りをさせてやりたいという大人の熱意が痛いほど伝わって

きた。点との壁や床を何度も雑巾で拭いたり、どニールで補強したり、朝早くから夜遅くまで準備

や後片付けをしてくださった。

子どもたちもその思いに答えるように、祭りが始まると呼び込みをしたり、龍馬を育てた上町の

よさを山口・鹿児島の友達や地域の人たちに体感してもらうために準備してきた昔道具、酒造り人

形などの展示物や一弦琴演奏、発表を一生懸命に頑張り、抹茶接待など、もてなしの心でお客さん

に接していた。山口・鹿克島の友達が一弦琴に興味を示し、自主的に大人や子どもたちに教わり、

弾き始めたのを見て、満足げであった。初めての祭りということで、大人も子どもも反省点は多々

あるものの、 1・2年生もカボチャプリンやポン菓子を出品して、祭りを盛り上げてくれた。参加

者も多く、思いの外賑わった。

11月4日は、龍馬子ども交流事業の一環で、桂浜の坂本龍馬記念館船中八策広場において龍馬と

もだち会議を行った。薩長向盟の劇を子どもたちが演じたり、地域、学校自穫をしたり、西郷隆盛、

高杉晋作、坂本龍馬について三校の学んできたことを発表し合った。

最後に、船中八策(まちづくり、自分たちの生き方に関して共同アピール)を作り、宣言した。

11月98には、龍馬脱藩の道を葉山を愛する会(龍馬に関する)方の道案内で歩くという遠足を

行った。保護者も参加し、龍馬に思いをはせながら、汗を流して歩いた。

これで、龍馬学習の集大成となった。

これまでの学習のふりかえり、自分たちが総合で身につけたと思う「力Jをあげ、作文を書いた。
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本稿の富頭の見童の作品がその一つである。

これ以蜂も、地域の方との交流がつづいた。(仮称)i龍馬の生まれた町記念館Jの企画段階に地

域の声を聞くとともに、子どもたちの意見も取り上げてほしいというありがたい住民の方たちの要

望があり、龍馬の情報発信基地にしたい、ここの交流の下地をつくりたい、龍馬学習を次世代へ引

き継いでほしいという願いを VTRに記録し、地域に向けて発信できたことで、子どもたちは今年

の夢も、ある意味で実践できたと感じていた。

さらに、家窓科で調理実習をして、茶話会を行うというときに、今までお世話になった方へ招待

状を書き、グループ同士で交流し、会食を楽しんだりした。

卒業式にも 21名を招待し、自分の将来に向けての宣言をしたり、自分たちの演奏を聴いてもらっ

たりした。最後には、船中八策を地域に発信した。参加してくださった方に励ましのことばや心の

こもったプレゼントを戴き、暖かく見守られながら晴れやかに巣立っていった。

(4)三年間の実践を擦り返って見えてきたこと

子どもたちは、からくり時計をつくろう、龍馬特ダネマップをつくろう、祭りをしよう、薩長士

向盟をしようと活動しているが、城西市場跡や龍馬を育てたよ町に注目し、田1を調べ、いろいろな

人と出会い、かかわってきた。そうすることで、自分たちの学んだよ町のよさや課題をもっと地域

の人たちに知ってほしいと瀬い、情報発信していくことになっていった。それが一方的ではなく、

双方向からになり、龍馬につながる大人たちとのネットワークができ、人の我がどんどんひろがっ

ていき、まちづくりにも影響を与えるようになってきている。子どもたちが地域の人から力をもら

い、また子どもたちのエネルギーを地域の人に伝えることによって、確実に町は活性化していくと

いう手応えを感じることができた。

実践するまで、自分自身が今まで感じていた学校から見た地域と地域、地域から見た学校と学校

との感覚のズレを感じることも多く、大人も子どもも自分の患いだけではなく、周囲との折り合い

をつけながらすすめていくプロセスを身をもって学んでいくことができたことが一番の坂穫だった。

4.研究主任==TTとしてひらかれた力量

前述のように総合を実践していくためには、新たな力量形成が必要となる。ただ、こうした能力

が必要だと知った上で形成しようとしたのではなく、実際に「授業づくり」を考えていると、従来

の子ども観・授業観では対応できず、教師の意識改革が必要となり、授業によって子どもも教師も

成長するというスタンスで「教師づくり Jを考えていると、「学校づくり」につながっていったとい

うことである。いいかえると、私自身、あるいは教師一人ひとりが必要と感じながら自己刷新して

いったということである。総合と出会い、かかわることを通じて、教師の力量形成の質的転換を密

る点において、総合がもっ大きな可能性を実感・体感した。

ここで改めて、研究主任=TTとしての 3年間をふりかえり、どのような力量形成がなされたか

考察してみることにする。
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一つ自は、教師をサポートするということである。それまで比較的侶業的な実践が多かった私に

とって、子どもだけでなく、担任のよさを知り、担任の求めや思いを知り、両方の持ち味、発想、を

生かした単元づくりをする中で、どうコーディネイトすれば子どもの学びを育てることができるか

を考えたり、今自分がすべきことは何かと瞬時に判断し、サポートすることのできる研究主任=T

Tという立場は、実践上きわめて有効だったと思う。

二つ呂は、全体を見通し、瞬時に判断することである。研究主任になった誼後は、学校全体の組

織の動きを知り、教育課程を熟知し、研究計画をたて、計画通り進めることで精一杯だった。しか

し、二年目、三年目となると、今なにが課題なのかを瞬時に判断しながら、修正したり補充したり

することの大切さを学んだ。

教育界の動き、地域の動き、個々の教師の動き、子どもの動きを見とりながら、これを知ってほ

しい、課題だと感じたことをタイムリーに反映させる校内研修を企画する必要性を感じた。つまり、

研究主任という仕事は、教師一人ひとりの意識改革、スキルアップを担っているということを改め

て感じたということである。

三つ自は、カリキュラムづくりをリードすることである。前述のように、第四小の地域は題材の

宝庫であり、題材を生かし、子どもの学ぶ場をコーディネイトして、実践の蓄積をしてきた。ただ

「さあ、実践してくださいJ と丸投げしてできたわけではない。各学年が夢を決定し、活動に入る

前にウェピングを書き、教育的価値を全教職員で討議し合ったり、活動途中に問題点を出し合い、

方策を練ったり、年度末には成果を共有し合う校内研を行ってきた。それは、個々の実践の集合と

してのカリキュラムということではなく、第四小のカリキュラムとしてどうか、ということを検討

していきたいからである。教育呂標達成に向かつて、協働している組織の一員としての自覚と教師

人ひとりの力量を職場の教師や外部講師の助言によってひらいていく場として校内研を位霊付け

た。そういう場を企画しつつ、自らの力量も関かれていくことを実感した。しかし、まだまだ地域

のよさを十分生かしきれなかったり、教育的価値を視野に入れたカリキュラムにしていくことがで

きていない。これからも、最終的には地域や子どもの実態にあった、第四小ならではの自前のテキ

ストをつくるという気概でカリキュラムづくりをリードしていきたい。

四つ呂は、ネットワークをつくることである。

地域のネットワークは、年々広がってきたが、最初は自らが感じた疑問や気付きを追求していく

うちに、地域の人・もの・ことに徐々に出会っていった。一人を知ればどんどん輪ができ、自分の

内にこの題材を子どもに出会わせたい、かかわらせたいという願いが沸いてくる。それを子どもた

ちが学びたいという時まで醸成させておいて、動機づけができると学習の場として設定する。地域

を学ぶことによって、子どもたちは、地域に昌が向き、地域のよさや課題に気づき、共感し、自分

も地域の生活者の一員であるという自覚をもったり、誇りと愛情をもち、さらによくしていこうと

いう気持ちをもたせることができた。これは、教師である私自身も共有できたように感じる。

ただ、外部の人が学校を開いていくという側面もあるが、学校に対する思いが強いあまり、調整
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が必要な場合もあった。留意すべきことは、学校側がこういう意義、目的で行っているということ

をきちんと伝えるということである。

五つ自は、説明賓任に応えることである。

地域や保護者の不安材料である「総合ってどんなことをするのJ1総合でどんな力がつくのかJと

いう声に応えるために、総合だより「おとめJを発行したり、本校の実践を積み上げ、総合で育て

たい力を内用編成表に表したりした。編成表や学習指導要領をもとに、単元の教育的価値をつけ、

説明責任に応え、教師たちに安心して実践してもらえるようにした。そうしているうちに、授業観

の転換は単に総合にとどまらず、子どもたちから教科においても 100について話し合ってみたい」

100をつくって00したいJ という声が上がるようになり、教科の中身も自ずと見直していこう

という動きが出てきた。それが、次年度は子どもや地域の実態に合ったカリキュラム開発、再編成

をしていこうと新たな動機づけを生むことにつながった。

今まで、自分が研究主任=TTとして、どのように成長してきたかを振り返ってきたが、総合が

必要とする資質・能力について以下にあげる。

*問題発見力 *探求力 * 1)サーチ能力 *外部人材・題材発掘 *活用力

*単元開発力 *交渉能力 *瞬時の判断力 *企画力 *調整力

*プレゼンテーション能力 *ネットワークカ *情報収集力 *応用力

*危機管理能力 *人間関係調整力 *行動力 *先晃性

以上が新しく求められる資質・能力かといわれるといささか疑関ではあるが、わたしたち教師が

担っている「生きる力」の育成は、教師一人ひとりに求められているように思えてならない。

5.おわりに

今年度は、研究主任は変わらなかったが、 2年生の学級担任になった。久しぶりに子どもたちと

呂々活動していくのは楽しいし、確かに喜びややりがいはある。しかしv 正直言って物足りない。

学級担任がいけないといっているのではない。ただ、昨年までの 3年間の研究主任=TTで実践し

てきたような満足感や充実感は得られないということである。 5年前の自分だったら、学級担任に

やりがいを感じていたし、級外になることなど考えたことすらなかった。 4年前、市の指定を受け

て「総合的な学習の時臆」について研究発表会をするにあたって、学校の進んでいこうとする方向

すら定まっていなかったので、研究に専念するためあえてこの立場を選んだのである。だが、実際

にやってみるとやりがい・生きがいが予想以上に大きく、今まで感じたことのない充実感・満足感

が得られた。私自身のキャラクターによるところも大きく、総合・カリキユラム開発という新しい

ものに挑戦していくことで、知的好奇心や意欲がかき立てられたということもあるだろう。また、

得意分野が生かされたということもあるだろう。毘語科を受け持ち、全学年のうち 3つないし 4つ

の学年にわたる国語科で、コミュニケーシヨン能力を育てることにカを注ぎながら総合ができたこ

ヴ

t
n
H
U
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とも意義が大きかった。その上、全学年の生活科や総合にかかわっていたので、活動内容を知った

上で、実践しながら見えてきた教科の不十分なところを補ったり、総合の単元の前に国語科の内容

を入れたりして連携することができた。たとえば、メモの取り方、要約の仕方、手紙の書き方、新

関の作り方などである。学校全体を見通して、総合を支える力を育成していくことのやりがいも感

じていた。

さらに、これからの先の自分の仕事に対する願いは、教師一人ひとりの力量形成の支援がしたい

ということにある。ここに一番の喜びを感じるようになっている自分に気づいている。

これまで研究主任=TTとして子どもの学びをコーディネイトするという役割について述べてき

た。自分なりの結論としては、学級担任を兼ねていては、これまでの 3年間のような実践を継続的・

発展的に実践することは難しいということである。過去の例でいえば、県外校との交流や修学旅行

の際、現地を訪れ、この学習は子どもたちのこういう願いでスタートし、こういう交流をしたいと

考え、活動していると説明し、理解してもらったということがあった。また、行政側へのお願いや

イベントの打ち合わせに行ったりと、外部交渉が多岐にわたる琴が多く、とても校内にとどまるこ

とができなかった。このようなことは学級担任では無理があり、自分の学年の範囲内でとどまって

しまい、学校全体としての活動となると難しい。

「野村さんの考えているようなことをするのだったら管理職よ。管理職を目指したらりとよく言

われる。果たしてそうなのだろうか。現状の管理職の仕事は、事務的で対外的なことが多く、教育

内容に直接かかわれることは少ない。むしろ、研究主任を校務分掌上、一つの職として独立させる

必要性を感じる。もちろん、私の周りにも学級担任をしながら研究主任をしている人は多く、現状

に満足している人もいる。しかし、教師一人ひとり、生きがい・やりがいを感じることは違うはず

である。たとえば、私がイメージしている職として近いのは、徳島県海部町の「ふるさと教員Jで

ある。地域のさまざまな分野で卓越した人を捜し、講師に迎え、学習プログラムを組み、地域のこ

とを学習する支援を行う教員のことである。町費で教員を採用して学校に張り付けると、継続的な

指導ができるという考えから生まれた制度である。高知市にも地域教育指導主事がいるが、高知市

の小・中学校 57校に一人であり、まして教育委員会に張り付きなので、なかなか一校で活用するこ

とは難しい。

この「ふるさと教員」と研究主任を兼ねるということが私自身の理想ではあるが、制度化は難し

いだろう。しかし、これからますます学校において校内研の充実によって教師の力量形成を図ろう

とする動きが増していくならば、教育研究的な立場で中堅教員が納涼を発揮する場や職として、何

らかの形で認知されるよう、早急に制度佑を求めたい。
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野村ゆかり:総合的な学習をつくることによってひらかれた教員としての資質・能力

鹿児島市立八轍小学校の
ヒも?ミちがキん?ミこヒ

西郷隆盛の生き方・考え方
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".んが叡られている奮g自の.fi'JI"金銭見盆が1$泊、....の気持 グルE プに分かれ...銭広息調..隆行..... 勾に.....=し そ

ちの.. れとして.公包拘の嵯鋪傍観eしています. の留2認の... 包向かうて広島のB確に頭ぴ応してい..した.♂広... 

.~、語録優仰の!l;・ 11.学ぼうと鎗g議会....、ヨ賀行縄にいら 箇で.."'"ほしているとは曾うものの‘何ゼ1IIめての.. と民か〈

うし・る学書室員のー経文Jl免生から.習作の人鋭、温耐え11、そして‘ 本演でー停でしたが様作i，Ilrb?て耳障り恨み、どのグループ‘~?I!
zピソー-，，，どを"えて‘らヲていをす.....、 ζの勉強会堂食事与 の目fl.忽移扱たすζ と0<..車掌した.

とて色織しみにしています. この111'"み也、ゆ学与の畿会純手で&実1I.れてい奮す.

。後窓均一鑓
f鼠そして置主を寧ぷ冒作J 11い訟遮〈大...とえて..るか広範の)lて

@ふれ..い智歯
笹野の留のよーをとo

.".んは‘自分のζ とより‘自分U'てて〈れた人を大匂t.:C
3主化の..... に今& ー ー ‘ '・

ていたと賓いてい盆す.
と..勺怠唱に

そζで、首昆~'"噌でば毎阜錐緩の8奪書J' ・Eお復e して'"重ι
ζの鈎は‘..広玄乎@奮...にIIた..，撃の..いを..ヲていると

.置いたり、宮の遥t1~.U.て‘らヲた..一線に.".食べたり
.11.い.す.

して、箆遺書'1"てい.す.ζの舎は、ただ、織しいというだ砂守
制嘩貨を蜘ζ 比〈この健....た習作ですが、畿の盟、唱今

誌Il(、色々 なことをIl.lて‘らえるので鱒ち遣しい将司匹のーつで
でも&たちの金"<1>に生..いていると思い.す.

T. 
事五.... 事罰百作gついて色々白河てい"ちに‘留の，..方のやに

弘k.~tt:いつまで‘必調，.，.大切にしたい"と思い.す.
自己の絹11にとらbれ"い健Jldt:JI，っ材ひかれるようζ"..し

rチャレンジ好舎の画作さんJ た.

@修学事量fi.祉会見学 昏代極温い怠唱"戸‘いろいろ".舗が生じてい‘今ζ...晋仰の

平成の新船中八策
仮本緩慢・西郷峰盛.~革'
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高知市立第四小学校の
ともだちがが学んだこと

学習を遜じて感じた龍馬の印象

<活動のウェピング> I 総蕗ってどんな人〉

I 0原本総庭・西郷隆盛・高杉習作について

語録極虫色、高診録作&それぞれ、自分の111にIILI';躍したが、 1111111土置置を怒れ括E脅し哀した.三人

とも明也包振のため巴，uか珍てffl&し念したが.金停に及ぼした111・では.醤揖が111ーと曽bれてい志

す.

11111'ま11:..に健正く篠訴e福貧血まし、高杉"fllllけば..の担〈、発すれば嵐磁の如し(11111)1と智わ

れるように海兵隊を使って祭壇で1';11 し.話錫が総監貨e して明雄蝿~tI叶大事療を温めていヲたと童書
むれてい.す.

宮西錫瞳盟量のI1ltt.l:ことほ 。敏玉置人

111話杉督作11慢の.. .おもしろS ことな&tH .，もしろ〈 すみ亀す‘の" 心なり砂 9
IIU正本箆111の象 。慢の人は 畿を何とも い..ばいへ aがなすごとは S去のみぞ掴る

OE童長筒盟とは?

返事像震は中関慎太A<と櫨カして.当時仰の11か?た盛-111と録州琶の乎Ull!...、1II111に対陣するよう

a・かけ.した.扇面の調停に何度か民政しt.I:がらb箆濁は篠崎につ〈ヲた亀血絞'H鍾絡し.した.外
隠と通鹿が出家な〈亀ヮていた筏鮒の為に留軍濁の名eか号てIIIや武tlt酸入し、一方の量感が会$1"'"

屈しているのを知り誌鮒から麗遣する ζ とにした勺して、 fftJでlit.l:く f"Jで漏古のlU躍り持ち、

IllOZ年 {1866年)1署長渥含I1'Iaばれました.

0船中八策って何?

111支の五土遺がlIIli~鑓すために必死で檀ヲている時で也、(iヨド健JIは偏lIItlの厳しい日本の明III危イメ
ージを縛ヲていました~ .8lJl;:; t手(1&61彰〉民..から'c(鯵へ舟かう盗<1>.土銭醤明晶 タ匝丸の量産ゆ

でll.I事象ニ揮と鰯厳し.lIltJjl.すことなく、lIIlII"'D緒 tll話4ζ返す滋t'考..."した. ζの f館員ド八.J

三五二高知減築減40 0年祭

第13回全国龍馬ファンの集い

龍購ともだち金
。龍馬子ども交流事業

とき 82001年11月48(臼)

ところ @高知媒立証E本線路!e念館下
「J\~賓の広場』

じかん 8AM9:30-11:00 

も'・、、

お開会せ!Jr.司r1砕3>71 高知r宮本町5丁目S書13野 高 知 市 後 先 課 内 規13liil全掻盛..ファン申競い実行豊島会事萄民

TEL・088-823・9457 FA1:088-823-951仕 E咽 11:廿 1副総枇Ity.tocbl.t拙 !.Jp

主量ノ逐日置金盟理局ファン町緩い実行書長会・轟宣車

終盤/凝血縁後瞳:'001手記念事匹怠謹遭埠属会

後担/高掴儀・高知緩急資l!l現金・ d健掴画館克適置・高鎗司旨a膏要員会・高沼市甑毘圃金・高掴商工金鍾晴.a担踊圃社

O1SfT園高知支局ー震尭S瞬間性a盟主局・毎日街臨海掴宜周・a麗鋳膏桂災掴宜周・ NHK轟輝雄車総・ RKC賓揖畿車

KUTVテレビヨ量抱.l¥SS古んさんテレビ.l¥CB夜掴ケーブルテレピ・エフヱム表題。圏不調}
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「上町の秋の行率

ll，q 4 8(自}玖 14由競包

小綬包地 !&R大道柏会が、

減王のもとにさぎやかに開催

されました.画観 IHl石2

上旬に関する写真や情報・かわら飯に関する82惑をお待ちしています。

ネかわら版の欲しい方は下況にご遂絡下さい。

間合t!先は

高知市上町そだての会翠務局

織田 TEL088宇875-4702 FAX088-822-8770 
庁出 T亡I(，¥QQ_Q7つーを (lA(l 仁IlY円只只只7?1040~ア

上前のお鏡り
fょaJのお箆り jは平成13年11丹3日(土}白文化の自に間借苫れた水道の/IIJにもっと関心をも

って欲しいという筑巴小学位田子快速のたっての徐望でIßk~;晶窓121 目的市有地をE民間帯から

借り、いろいろな皆吉んに掛けていただいて、初めての記録りを鮪くことが出来た.文化の自は特

典白いつも晴天‘それを照f脅していたにもかかわらず由日は生憎の沼.それまで題いくらいだっ

た担孟も主に下がり町車い南町中での畳援のお祭リとなった.滋西中学校と第六小学校にお倦り

したテントをすべて広げ、午後3時おみこしでオーブン.第四小学位の子供遣が作ったかぼちゃの
". 

プリンパットライス炊含込み溺緩めだかの白酒、めだかのキーホルダー、上町そだての会によ

る焼をきそばフランクフルト、おでん寄など.札、らっしゃいJlいりまぜんか?Jの儲け声で併がる

ように人々が箆まりテントの中での餅つきで祭りの盟強づけがされた.子供や保図書による抹

茶の控椅ー弦韓の演提.パソコンによる上町のマップ鋭明陪の温力による部子っくり、哲道具
・H ‘.. 

。〉底示、パルーンアート寄盛沢山で子供遣や来て下さった方遣は南の中をあっちのテント、こっ

ちのテ/トと動吉田り、品つという間に高品は熊くなってしまった.テントの墜には子供達が車

の町並みを箔いておリ扇で織かったらと本当に混在だった.一番の人気テントは駄菓子混さん

で子供連だけでなく大人連も子{供に返って葺しんでいた.疲は花が樋えられたプランターにベ

ンラJトが挿芭れひときわされいだった.続リの時めには上旬在住のf星の関さんJIこお隠して

いただき、壮大な宇宙の箆で一時事を見させていただいた.南町中のお祭りだったが‘ただ援しい

だけでなく、針掻が狂ってしまうことのつらさアイディアでのり倉る鼠の回転.忙し〈働くそ

こから生まれてくる富び寄など、私置だけでなく第四小学般の子供連にも.普加した人遣にも何

かむに残ったことと患う.

l瞳震麗欝轟轄に 五ーさ当日告書加した銀自小学，~の子依i隻の声です.

/~==~----~=======~ 

f新しい昼を且つげたい)，日本の名のつく症を刊に見 1 t i lU_ 11 r、お祭りをする前よりかかわリがこゆ

j 酔 時 ← 門 空 轡 授 山一一会場をみてみるつ1，たいJという仰のいの恥追いつづ付加も監門十u二〓 長記揺 れ b年寄リと子どもたちが結構話して
C開司区ニー一一一ー マ v •稔士電Fヨ開園盟寵曙昼寝蕗糧費 11 _ 

の小話皐壬毘つけた尚鮎さん!は三このよ町 i侶E砧過町で生 綴繍灘援鶴襲欝礎轍緩窃 騒踊雇緩掘遜欝麹鰯縁躍鍛 日L たからですe地悩域の人々のl惚品力刀が州iゆめつ

l 欝 噂 轍 恒伊百市…るこ一とω山…………均肋川……ねM……阜判山リ咋ま草れ爽ちそしてd全考む砧t伎主王いです在主広中3守2町3問にE記己を 麗罫瞳擢欝聾覇襲撞饗謹 aιa色蕗麗窃議轟聾聾聾聾箆鐙霊 H 一二
麗綴雛欝藤議鑓議書i.. ..!議議磁議議畿欝難瀦皇鞠 日人のかかわリも音の頃みた t¥!こ:J:しづ

だし上智1にある自宅の鞠子しのよで f新し l 吠悼を尭際援欝欝輔野間唆曙謹騒擾麗轍援額罰[~で習 日 元こ反っていると患いました.

見するという喜多をえがいてj何年も何年も星そ見掛け 酷醐醐酪盟問 ~m2'~1!;!蝿醐盟醐醐臨可閥 、、一一

脅いた所いただいた返確で励まされたことがくじ吋

そうな鞘の王えになったと宮います尚喜んの人王を決

めたのは!イケヤセキすい星lの発見だそうで昼間、資

空を機切ってメ;賂の'1'へ突っ込んだそうです.1い監というのは氷の魂だそうで!呉氏100万度というス磁

の中へ間び込んだら晶尭して消えてしまう.発見舎としていつまでも自討の見つけた星は字宙で生きてい

て酷しいと織った関さんほ苫いたそうです.所が毛髪いはことに太路の表Eをこすったたけでtヶ月桂に再

び貝つかったそうでこの皇は外但では切手にも立ったそうです.すい星は先見事の名前がつき小惑星1.

毘見者が名前をつけるそうです.疋から筒さんの見つけた200余りの星の -">';1∞余リの星には関さんが好

きほ名前をつけていT 泊り 100金 υ1:t!Eだ名障しだそうです.土~J.I車川草山室戸岬足 i宮時自万十川

仁君川石盛山こんな華々が字宙をまわっているのですこんなヰ培や/11の名前だけでなく寵属や寺田賀

車牧野直木部夏自濫石なども芭界的に12路されご宇宙をまわっている.どこにあるかわから広いか Uょっ

InBにも潤いが出るというものです.

(上町のお凝りの'1'での開陪さんの路ぷ;リ)
パ"戸ンーアート

一 一 一

上町町名今昔その弐
守 JJ)Jープ，____，J←

ァ pこ二三当eJf監出ご二一_¥ :j t~公人1llT(きたぼうこうにんまち) 本了筋({;;.んちょうすじ)

白山オ一元法必芸品よι，ì-工戸碕代品全'代など聞に召し使われる人(奉公人)!)(~ 工戸時代はエ総8]といわれていたが明治に入り話in戸内
tr「~一千戸市南町、L~_:;___! 令 。 との毘庁 e!t{)1:のふI!iJ1こ絞く ;5りと川う意味で本町筋と
や~上一→ー~vよ一一! く住んでいたことに由来する町名eもとは内Eicいわれ下1.'& c._V..J，Ji;:IOJZ C l) QJ~ 
~に:ご「正問点在二i--'，ーと い 孜められ酬に入り本T筋となった g咳下町建設のとき制jに

j 、8-'廃虚慰ー ー 武士も居位していたが‘燈安二年 (16，，9年)野中策山によ:r町
! 日ミ..:J_e-": できた段下g営の基本道路で他僅往来の舷路でもあり石端の

「、、--':'___.__:--- 瞥Ijl.Jイ行われてit準公人冒]と改められ、武士が;1;n/!!をはさん 思索織は広小路になって£リ器削・あーた通りにはヱ佐の三
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